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東京都大田区蒲田5丁目37番1号　
ニッセイアロマスクエア 17Ｆ（〒144-8721）

92億円

1,018名
（国内及び海外の高砂香料グループ2,397名）

香料事業：フレグランス、フレーバー、アロマケミカル、
ファインケミカルの製造・販売
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会社概要（2003年3月31日現在）

高砂香料工業株式会社 環境・安全法規監査室

Tel: 03-5744-0764 Fax: 03-5744-0593
E-mail: kankyo@takasago.com

本報告書に関するお問い合わせ先

環境報告書の編集にあたって

この環境報告書は、高砂香料工業株式会社の環境保全への取り

組みを、お得意先、株主の皆さま、地域の方々、社会の多くの人々、

当社従業員にも広くご理解いただくために作成いたしました。

作成にあたっては、環境省の「環境報告書ガイドライン（2000年度

版）」およびGRI（Global Reporting Initiative）の「サステナビリティ・

リポーティング・ガイドライン2002」を参考にいたしました。

環境負荷データについては、環境負荷の大きい各工場を中心に集

計いたしました。

今後も毎年1回発行の予定ですが、皆さまのご意見を頂戴しながら

活動内容を見直し、報告方法についても改善してまいります。

［本報告書の対象範囲］

対象期間：2002年4月～2003年3月（一部最新のデータを含む）

対象範囲：高砂香料工業株式会社および一部グループ会社

（単位：百万円）売上高推移
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●単体

1999年度 61,069 百万円

2000年度 61,177 百万円

2001年度 59,616 百万円

2002年度 57,531 百万円

●連結

1999年度 96,634 百万円

2000年度 101,013 百万円

2001年度 103,699 百万円

2002年度 100,837 百万円 （年度）



当社は創業当時からいち早く香料の国際性に目を向

け、フロンティア精神をもって世界市場に挑戦してきまし

た。そして現在では、優れた技術力を背景に海外24カ

国に拠点を設け、丹精込めて作り上げたフレーバー、フ

レグランス、アロマケミカル、ファインケミカルを世界各国の

ユーザーの皆さまにお届けするために活発な営業展開

を図っています。

このようにグローバルな事業を展開する当社にとって、

地球環境の保全は当然の義務であると考えています。

当社では、美しい地球を守るために、積極的に環境保

全への投資を行い、国内外の製造工場において、環境

管理の国際規格であるISO14001の認証取得を進めて

います。2000年には、国内の香料業界では初めて磐田

工場でISO14001の認証を取得、その後平塚工場、鹿

島工場、関連企業の高砂フードプロダクツ株式会社でも

取得いたしました。さらにすべての企業活動で、地球環

境の保全に貢献する企業を目指して、省エネルギー、グ

リーン購入など環境に配慮した活動を実施していくため

に、2002年4月1日「環境宣言」を発表しました。

グローバルな香料メーカーとして、当社は今後も、地球

規模の環境保全のために厳しい自社基準を設け、省エ

ネルギー、省資源、廃棄物削減、グリーン購入の推進に

努めてまいります。高砂香料の姿勢をご理解いただき、

今後ともご支援いただきますようお願い申し上げます。

地球環境の保全に
貢献する企業を目指して

ごあいさつ

2003年10月
代表取締役社長
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環境理念と方針
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当社の環境に対する基本姿勢です。

環 境
○ 基 本

高砂香料工業（株）は「技術立脚の精神に

「地球環境保全に貢献

○ 行 動

磐田工場環境方針

1. 開発から始まる、製品に関わるすべての活動

2. 資源の有効利用や新技術の開発と応用を推

3. 関連する環境法規等を遵守し、環境改善のた

4. 社員一人一人に対し環境保護のための教育

5. 環境保全に関する情報を広く提供し、地域や

6. 無事故・無災害を維持し、従業員と地域市民

＊磐田工場は、化学工業会の一員として、組織の活動の
環境影響に与える重要性を認識し、環境負荷を低減し、
環境保全に努める。

1） 製品等の研究・開発・設計の段階から環境への負
荷の低減に努める。

2） 環境に関連する法規・協定を遵守するとともに、可能
な場合は自主基準を設定し、維持改善に取り組む。

3） 全従業員で環境保全、維持活動の継続的改善及
び汚染の予防を維持するために、環境目的、環境目
標を設定し、定期的に見直しを行う。

4） 廃棄物の削減と省資源・省エネルギーを推進する。

5） 地域との環境調和を図るとともに、地域の環境保全、
維持活動に積極参加をする。

6） この方針は、実効をあげるために文書化し、全従業
員に教育し、周知徹底を図る。

7） この方針は一般の人が入手可能である。

平塚工場環境方針

1） 当工場の立地条件と事業活動を考慮し、地域社会
との協調共生を図る。

2） 環境マネジメントシステムの継続的維持・改善を図り、
地球環境保全と環境汚染の予防に取り組む。

3） 環境に関する法規制、条例等を遵守し、環境保全活
動に努める。

4） 事業活動における環境影響を特定し、環境目的と目
標を定め、その結果を定期的に見直す。

5） 環境マネジメントシステムが効果的に運用され維持さ
れるように、全従業員に教育・訓練及び啓蒙活動を
行い、周知する。

＊この環境方針は一般の人にも公開する。

2

当社では、「環境宣言」を制定し、高砂香料の

各工場ごとに「環境方針」を定めて
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宣 言
理 念 ○
則り社会に貢献する」を基本理念として

する企業」を目指します。

指 針 ○
において環境影響の低減に努めます。

進し、環境負荷の低減に努めます。

めのグローバルな動向に的確に対応していきます。

・啓発を徹底し、全員で行動を推し進めます。

社会との連携に努めます。

の安全・健康を確保する安全操業に努めます。

2002年４月１日　　代表取締役社長　新村嘉也

鹿島工場環境方針

1） 当工場では、食と安全を食品香料製品によって造り
込む活動を通して、地域での協調と顧客対応を重視
し、環境に適切な生産活動を行う。

2） 得意先の満足する生産活動を通し全員参加による
改善活動を行い、自然環境との調和と汚染の予防
を図る。

3） 要求される法規制・ISO9000-HACCP及び当社が
同意した協定その他の要求事項を遵守する。

4） 環境影響を考慮し環境目的目標を設定し定期的見
直しを行い、継続的改善を推進する。

5） この方針は、全従業員に周知徹底し環境教育を通
して環境意識を向上させる。

6） この環境方針は社内・社外に公開する。

国内関連企業

高砂フードプロダクツ（株）
（略称：TFP）

環境方針

1） 製造に関わる全ての活動において、資源の有効活
用及びリサイクルによる省資源化並びに廃棄物の最
小化を推進し、環境汚染を未然に回避する為に環
境影響負荷の軽減に努めます。

2） 環境目的・目標の設定は、法規の要求事項・保有す
る環境側面・利害関係者の意見等に基づき、変化
している状況及び情報をベースに見直し、環境管理
システムの継続的改善を行います。

3） 環境に関連する法規はもとより、高砂グループ環境
方針及び自主管理基準も確実に遵守します。

4） 本方針は環境方針として文書化し、環境マネジメント
システムにより実施し、維持するとともに全従業員に
周知します。

5） 本方針の開示を社外から要求された時は、配付若し
くは公開します。

3

環境保全に対する姿勢を明確にしています。

積極的な取り組みを進めています。



環境安全推進体制と環境保全のあゆみ

環境教育については、ISO14001に則り各工場ごとに

教育訓練計画を作成し、毎年、安全教育とともに教育訓

練に繰り返し取り組んでいるほか、社内イントラネット上に

環境保全関連ページを設け、リアルタイムで環境保全関連

効果的な環境教育と広報

鹿島工場

高砂フードプロダクツ（株）

平塚工場

磐田工場 2000年01月07日　認証取得

2002年02月22日　認証取得

2003年01月31日　認証取得

2000年04月14日　認証取得

環境管理体制
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全社で環境保全に取り組むべく、
社内体制を整えています。
社員一人ひとりが、自覚を持って環境活動を推進しています。

環境教育・広報

各部が連携し、効果的な活動を推進

社長以下、各部門が密接に連携を取り合う体制のもと、

効果の高い環境活動を立案・実行しています。

当社の環境保全のあゆみ

当社では、環境保全活動をよりいっそう進めるため、

2000年、磐田工場において、国内の香料業界で初となる

環境マネジメントシステムISO14001の認証を取得、その

後、平塚工場、鹿島工場、高砂フードプロダクツ株式会社

でも取得いたしました。

各工場では、それぞれの地域にあった環境方針を制定し、

環境に関する法規制を守るのはもちろん、地球環境、地域

環境を守るために、独自の環境目標を立てて努力し、大き

な成果をあげています（p.10-13「サイトレポート」参照）。

●環境管理体制組織図

●ISO14001認証取得工場・国内関連企業

TOPICS

グリーン購入を全社で推進
関連企業を含めた全事業所で、環境負荷の少ない製品やサービスを購

入する「グリーン購入」を推進しています。たとえば、グリーン購入を環
境マネジメントシステムに組み入れて推進している平塚工場では、グリー
ン購入対象品の事務用品類を使用するなどの活動を日常的に実施してお
り、工場内で着用する作業服はペットボトルからの再生品です。このよう
な取り組みが功を奏し、2002年度のグリーン購入率（金額比）の平均は、
約54.5％に達しています。

ペットボトル再生品の作業服

環境・安全法規監査室 

環境保全担当役員 

社　長 

鹿島工場  環境安全委員会 

磐田工場  環境管理室 

平塚工場  環境施設室 

国内関連企業 

情報を提供し、環境教育の充実に努めています。また、1

年に4回発行の社内報誌上で毎号各拠点の環境保全につ

いて紹介し、社内広報活動に努めています。



環境保全コスト集計結果

環境監査

厳密な環境監査を実施

環境保全コストおよび環境保全効果を集計しました

環境・安全法規監査室を中心に、環境・安全法規監査

特命委員による環境保全の自主環境監査を毎年実施して

います。環境安全および安全衛生管理について、チェック

リストにより、文書・書類監査、質問形式監査、実際の現

場監査と、前年監査実績と照らし合わせながら1拠点2日

がかりで厳しい審査を行っています。

監査の結果、改善すべき指摘事項を整理し、改善要求

書を発行します。各工場では、改善要求に則り関係部署と

相談のうえ、改善計画書を作成し改善を実施しています。

また、ISO14001による内部監査および外部審査機関

による定期維持審査を実施しています。

環境保全コスト

分　類 主な取り組みの内容 投資額 費用額
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環境監査・環境会計

環境監査を実施し、
環境保全コストを集計しました。
より効果的な環境保全活動のために、綿密で多面的な検証を行っています。

環境保全に関する投資、費用を把握可能な範囲で集計

しました（集計範囲はISO14001認証取得工場および国内

関連企業とし、環境省の「環境会計ガイドライン」2002年版

を参考に集計しています）。2002年度は、公害防止・地球

環境保全に効果が得られた一方、資源循環についてさらな

る取り組みを要する結果となりました。今後、環境会計の内

容充実を図り、環境保全の努力を重ねてまいります。

（1）事業エリア内コスト

（1）-1 公害防止コスト

（1）-2 地球環境保全コスト

（1）-3 資源循環コスト

排水処理設備改良、複合微生物購入、自家焼却廃止、スクラバー、吸着塔設置

省エネ対策､保温・保冷対策

産業廃棄物の処理・処分

（2）上・下流コスト グリーン購入差額コスト

（3）管理活動コスト 緑地の維持管理、ISO14001登録維持、監視コスト

公園緑地管理費企業分担金、環境協会・研究会・学会の会費、支援

（4）研究開発コスト

（5）社会活動コスト

（6）環境損傷対応コスト

187,700

187,700

1,334

-＊ -＊

189,034

268,302

255,992

43

12,267

1,589

12,622

661

0

283,174合　計

集計範囲：平塚工場、磐田工場、鹿島工場、高砂フードプロダクツ（株） 対象期間：2002年4月1日～ 2003年3月31日 単位：千円

＊把握困難のため、今回は掲載いたしませんでした。

環境保全効果

効果の内容 指標分類 環境負荷削減量

1. 公害防止 排水量

2. 地球環境保全

3. 資源循環

NOx

SOx

ばいじん

CO2排出

エネルギー使用

廃棄物排出量

▲390,422m3（－16％）

▲1.1t（－7.3％）

▲0.5t（－16％）

▲2.3t（－41％）

▲601t （－2％）

▲19,237GJ（－4.4％）

229t （＋7％）

0

0

0

0

0



事業活動における環境影響
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2002年度の当社事業活動における環境影響は、下図のとおりです。

生産過程におけるマテリアルフロー

事業活動における環境負荷を
把握するよう努めています。

●2002年度事業活動におけるマテリアルフロー図

本社・支店および研究所

平塚工場

磐田工場

鹿島工場

（国内関連企業）

高砂フードプロダクツ（株）

製造（製品）
15,720t

当社の事業活動と環境との関わりを、当社の業態に合

った形で可能なかぎり定量的に把握しました（環境省の「事

業者の環境パフォーマンス指標ガイドライン」2002年度版

を参考にしています）。

2002年度は、各工場や関連企業の取り組みの成果によ

り、公害防止（排水、大気）、地球環境保全（CO2抑制、省

エネルギー）において成果をあげることができた一方、廃

棄物の排出量については改善の余地を残していると考え

ています。現状の問題点や取り組みの進捗状況を的確に

把握し、今後も継続的改善を進め、事業活動による環境

影響を軽減してまいります。

環境負荷を着実に低減

input

output

エネルギー
電力　0,223,308GJ
燃料　0,189,298GJ
用水　2,046,337m3

原材料
主原料　 15,297t
副原料　 26,752t
包装・資材 01,023t

大気
CO2 33,645.0t
NOX 13.8t
SOX 2.6t
ばいじん 3.3t

排水
1,919,326m3

BOD 39.0ppm
COD 13.9ppm
SS 27.5ppm

廃棄物
リサイクル 2,031t（58.5%）
焼却 1,130t
埋立 311t

出荷（顧客）

2段式スクラバー
（排気洗浄装置・TFP）

クリーンな排水を放流
（磐田工場）

臭気対策用環境設備（磐田工場）
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省エネルギー・省資源・リサイクル

省エネ・省資源、さらに廃棄物の
有効利用を進めています。
設備の更新などにより省エネルギーを進めるとともに、資源の有効利用にも努めています。

省エネルギーの取り組み

最新型ボイラーで省エネを実現

磐田工場では、日本でも数少ない環境対応省エ

ネ型のボイラーが稼働しています。給水装置の改

善なども行い、生産活動に必要な蒸気を効率よく

最低限の燃料使用で供給、省エネを実現していま

す。また、各事業所で使用する電気機器などを省エ

ネ対応のものに順次切り替えるなど、日々の業務

の中で可能な省エネ活動にも取り組んでいます。

CO2排出量の抑制

環境負荷を減らすため、
設備の見直しなどを進めています
上述の省エネ型ボイラーなど、先進の設備を導

入することで、省エネのみならずCO2排出量の低

減も実現しています。また、焼却炉の稼働時間を

できるだけ抑えたり、さらには焼却炉そのものを廃

止するなど、焼却廃棄物の削減にも努めています。

廃棄物の有効利用

リサイクル率の向上に
取り組んでいます

全事業所で、廃棄物の分別を徹底して行い、リ

サイクル・有価物化を高めています。なかでも植物

残さは特殊肥料に、余

剰汚泥の一部は肥料

に、それぞれ堆肥化し

て近隣農家に使用され

ています。

●消費電力量の推移

●CO2排出量の推移

完成した肥料「TFP1号」

1998

1999

2000

2001

2002

平塚工場 磐田工場 鹿島工場 TFP
年度 

合計242,615

合計227,380

合計212,907

合計214,834

合計205,994

1998

1999

2000

2001

2002

平塚工場 磐田工場 鹿島工場 TFP
年度 

合計35,515

合計31,400

合計31,355

合計32,084

合計31,368

●廃棄物排出量の推移
埋立量 焼却量 リサイクル量 

1998

1999

2000

2001

2002

年度 

合計3,366

合計2,823

合計2,679

合計3,140

合計3,377

（単位:GJ）

（単位:t）

（単位:t）
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化学物質の環境排出低減

PRTR法対象物質の排出量
調査を実施し、排出量の低減に努めています。

●PRTR対象物質排出量（2002年度）

政令番号 物質名 取扱（使用）量単位

1 kg 002,160 00,000.000 00,000 00,000 磐田亜鉛の水溶性化合物

アクロレイン

アセトニトリル

キシレン

クロロエチレン

ジクロロメタン

ダイオキシン類

トルエン

ニッケル化合物

ポリ（オキシエチレン）＝アルキルエーテル

ポリ（オキシエチレン）＝ノニルエーテル

合計（12品目）

ホルムアルデヒド

8 168,044 00,003.000 00,000 00,000 磐田

12 067,770 01,369.000 00,098 00,000 磐田

000,979 00,050.000 00,000 00,000 平塚

63 035,140 00,042.000 00,017 00,000 磐田

77 084,303 05,711.000 00,000 00,000 磐田

145 016,438 03,052.000 00,000 00,000 磐田

001,247 00,000.000 00,000 00,000 研究

179 mg-TEQ - 000000.674 00,000 00,000 磐田

227

kg

512,191 10,063.000 00,000 00,000 磐田

004,360 00,130.000 00,000 00,000 平塚

002,221 00,000.000 00,000 00,000 研究

232 002,346 00,000.000 00,000 00,000 磐田

307 003,564 00,000.000 00,000 00,000 平塚

309 011,371 00,000.000 00,000 00,000 平塚

310 019,751 00,001.000 00,001 00,000 磐田

931,885 20,421.000 00,116 00,000

大気 水域
排出量

土壌
取扱工場

2002200120001999

環境への排出抑制

化学物質の排出・移動量（PRTR）を把握し、製造方法・設備の改善などを実施しています。

排出抑制の取り組み

環境への排出抑制のため
さまざまな対策を講じています
●排水処理…2002年度より磐田工場で排水処理
の新システム導入への取り組みを始め、余剰汚
泥の排出ゼロを目指して稼働を開始しました。他
の事業所でも処理方法の工夫を重ねています。

●大気汚染防止…2002年度、5つの事業所で焼却
炉を廃止しました（平塚工場、鹿島工場、高砂フ
ードプロダクツ、高砂ケミカル、高砂スパイス）。
磐田工場の焼却炉はダイオキシン類対策特別措
置法に適合しています。

●臭気対策…活性炭脱臭設備、薬液洗浄、触媒に
よる脱臭など、各工場に適した脱臭設備や自動
シャッターを設置するとともに、臭気に関する苦
情ゼロを目指し臭気パトロールを実施しています。

化学物質の環境への排出量
削減に取り組んでいます。

項目 サイト名 1998

BOD

平塚工場 23.0

08.9

30.0

02.6

32.0

11.2

29.0

14.7

13.0

08.9

53.0

01.9

37.0

12.1

41.0

11.5

02.0

09.3

55.0

03.5

62.0

10.7

40.0

15.2

10.0

13.6

21.0

02.0

28.0

11.8

22.0

11.1

01.0

10.2

15.0

02.4

16.0

10.8

15.0

18.0

磐田工場

鹿島工場

TFP

平塚工場

磐田工場

鹿島工場

TFP

COD

08.0

06.9

19.0

02.8

03.0

09.7

41.0

02.4

02.0

05.0

22.0

02.2

06.0

06.4

24.0

01.4

01.0

08.5

24.0

02.8

平塚工場

磐田工場

鹿島工場

TFP

SS

●工場排水中の物質排出量

●大気汚染物質排出量
項目 サイト名 1998

NOx
平塚工場 13.0

15.7

07.0

21.8

0000.003

03.8

1999

12.0

13.5

06.0

25.1

0000.005

03.3

2000

11.0

14.3

03.0

02.1

0000.004

01.9

2001

16.0

14.9

03.0

03.1

0000.002

05.6

2002

-＊

13.8

-＊

02.6

-＊

03.3

磐田工場

平塚工場

磐田工場

平塚工場

磐田工場

SOx

ばいじん

単位：ppｍ ※ISO14001認証取得サイトのデータのみを掲載しています

単位：ppm （平塚工場）、t（磐田工場）

＊焼却炉廃止　※鹿島工場・TFPはボイラーが小型のため規制の対象外となっています
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安全への取り組み

環境安全活動方針を作成し、
取り組みを強化しています。
安全衛生委員会を中心に、さまざまな活動を行っています。

保安防災の取り組み

あらゆる事故に備え、
安全確保のために努力しています
●防災訓練の実施…各工場では、年間安全（公害）目
標を立て、安全衛生委員会を中心に月次進捗管理
ならびに安全整備を実施しています。地元消防署立
ち会いのもと行う年2回の防災訓練（消火訓練、地
震防災訓練）は、避難訓練、消火栓・消火器の操作、
安全教育など、多岐にわたるものです。

●臭気対策の実施…香料会社として当然の責務であ
る臭気対策の一環として、各工場に適した臭気パト
ロールを実施しています。関連企業も含め、臭気に
関する苦情ゼロを目指して取り組みを強化していき
ます（p.10-13「サイトレポート」参照）。

●緊急事態への準備及び対応…ISO14001の要求項
目にもあるとおり、防災訓練とは別に、各部署で想
定される緊急事態に対応するテストおよび訓練を年
間予定を立てて実施しています。

化学品安全の取り組み

製品の安全性確保は
基本的かつ最も重要な課題です
●MSDS（化学物質安全性データシート）…化学物質
を扱う従業員はMSDSにより安全情報を把握し安
全管理・安全作業に徹しています｡また顧客へも
MSDSを発行し、安全情報を提供しています。

●緊急連絡カード（イエローカード）…物流安全確保の
推進のため、化学物質輸送時の事故に際し、応急
措置に必要な情報を記載した緊急連絡カード（イエ
ローカード）の普及活動を行っています。

●安全性試験の実施…当社の安全性評価室では、安
全性試験のGLP適合の確認を受け（厚生労働省）、
自社試験施設においてエームス試験、生分解性試
験など各種の試験を実施し、製品の安全性や労働
安全性の確保に努めています。

●国外にも広がる化学品安全への取り組み…国際香
料関係（IFRA, RIFM, IOFI等）の中心的な活動をし
ています。

重油流出対応訓練

防災訓練

生分解性実験

漏洩拡散防止装置



平塚工場
住所：神奈川県平塚市西八幡1-5-1
開設：1947年
敷地面積：42,902㎡

主要生産品目：フレーバー、フレグランス
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フレーバー、フレグランスの調合製造を行う
平塚工場では、自然流下方式を取り入れた設計で、
省エネルギーを実現しています。

10

平塚工場 工場長 並木康光

TOPICS

他企業も注目、平塚工場の臭気パトロール
臭気対策には各部門がそれぞれ目標を立てて取り組んできましたが、総

務部で担当したのが、工場内外の臭気パトロールでした。1日おきに2年以
上継続して行っただけでなく、記録に基づいて統計処理をしたうえで問題
を絞り込み、適切な対策を検討・実施してきました。臭気パトロールを継続
的に、工場をあげて行っている例は珍しく、他企業から「環境保全の取り組
みの参考にさせてほしい」という依頼もあるほどです。

平塚工場は、1998年にISO9002認証を取得（2001

年、ISO9001：2000に移行）、2000年にISO14001認

証を取得しました。環境負荷の要因を調査したうえ

で程度の高い4項目を当工場独自の環境目的とし、

各々具体的な数値目標を設定しました。各項目につ

いての2002年度の活動は次のとおりです。

●臭気放散防止対策の実施…工場内外の臭気パトロー
ル、活性炭による脱臭の強化、シートシャッターの増強、
臭気ダクト設置などにより、大気への臭気放散防止に
努め、大きな成果をあげています。

●焼却炉からの排ガス量を削減…焼却炉の稼働時間を
10％削減するという目標のもと、焼却炉停止日を決めて
実行したほか、廃棄物の分別維持管理を徹底して焼却
物を減らし、また植物残さなどは積極的な再利用を図
りました。この結果、焼却炉そのものを廃止しました。

●特別管理廃棄物（ハロゲン含油）の削減…分別の徹底
を図ったことにより、目標を大幅に上回る89.9％の削
減を達成しました。

●排水量の削減…ビンや缶の洗浄方法の見直しや、ボイ
ラー運転方法の改善など、各部門で工夫を重ね、2年
で28.1％の削減を達成しました。

実態に即した環境目的を掲げ、
的確な対策を実施

排水処理施設

パトロール記録を集計・分析

缶類のリサイクルもこまめに

活性炭脱臭塔装置
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磐田工場 工場長 渡辺　徹

磐田工場は、1997年にISO9001認証取得（2000年

にISO9001：2000に更新）、2000年にISO14001認

証を取得しましたが、ともに香料業界初の快挙でした。

取得後も引き続き、ISO14001における手法（PDCA

サイクル）に則って環境負荷の継続的改善を行ってい

ます。

●グリーン購入と省エネ…文房具などを中心に、環境に配
慮した製品の購入を推進した結果、グリーン購入率は
33.9％（2002年4月）から81.5％（2002年9月）にまで向
上しました。また、生ゴミ処理機の導入により廃棄物
を削減、蓄熱設備の導入により空調費を節約（年間約
24万円のコストダウン）するなどの成果をあげています。

●最新型ボイラーの導入…当工場には、小型ごみ焼却炉、
悪臭防止設備、高負荷廃液焼却炉、漏洩拡散防止措置
など、環境保全のための施設が数多く存在し、環境負
荷低減のために活躍しています。なかでもボイラーは、
日本でも数少ない環境対応省エネ型のもので、給水装
置の切り替えにより薬品投入量は30％、重油は年間
700万円の削減に成功しています。

磐田工場
住所：静岡県磐田郡豊田町海老塚1
開設：1968年
敷地面積：54,500㎡

主要生産品目：アロマケミカル、ファインケミカル

国内の香料業界で初めてISO9001、ISO14001
認証を取得した磐田工場。
合成化学工場として、環境保全について
先進的な取り組みを進めています。

TOPICS

新排水処理システムの運用を開始しました
2002年6月より、新しい排水処理システムの運用を開始しました。新シ

ステムの導入については、2000年4月以来、大小さまざまな実験や度重
なる討議を行い、検討してきたものです。
導入にあたっては（1）産業廃棄物としての余剰汚泥（脱水汚泥）排出ゼロ、

（2）既存システムの1.25倍以上の処理能力アップ、（3）汚泥腐敗臭を発生
させない、（4）原水の前処理工程の削除、の4つを目標としています。運用
開始後5カ月間の推定汚泥発生量は約1,500立方メートル。従来の汚泥濃
度であれば約2,300立方メートルが発生していたと推定され、汚泥の減量
は確実に進行しています。今後も、排出ゼロに向けて努力してまいります。新システム導入で稼働中の曝気槽

国内の香料業界で初めて
ISO9001・ISO14001認証を取得

最新式省エネ型ボイラー

生ゴミ処理機

Site Report 02
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住所：茨城県鹿島郡波崎町大字砂山13
開設：1980年
敷地面積：66,000㎡

主要生産品目：エッセンス、フレーバー、天然物抽出類

食品香料専門工場として四半世紀の歴史を持つ
鹿島工場では、「食の安全」を最優先事項として、
環境保全活動に取り組んでいます。

鹿島工場 工場長 酒井俊伸

鹿島工場では、1998年のISO9002認証取得に引き

続き、ISO9000-HACCP（2001年）、ISO14001（2002

年）の認証を次々と取得しました。長年取り組んでい

る5S運動（整理、整頓、清潔、清掃、しつけ）に加え、

さまざまな環境負荷低減活動を推進しています。

●フォークリフトの環境対応…15台のフォークリフトのう
ち、12台はバッテリーエンジン式で、排気ガスを出し
ません。残る3台のディーゼル車についても、まもなく
黒煙除去装置付車両に更新する予定です。

●臭気対策…鹿島工場では、脱臭装置（スクラバー）を更
新、また自動シャッターも装備され、ほとんど臭気を出
していませんが、地域活動の一環として臭気パトロール
を行い、徹底した臭気対策を実施しています。

●蒸気排水のムダを削減…工場内に蒸気の配管を施し、
装置の加熱や洗浄などに使用しています。不使用時に、
水になった蒸気が4%から8%程度排出されていました
が、蒸気配管のスチームトラップの代わりに「スチーム
ジェット」という装置を取り付けたところ、これを1%程
度に軽減することができました。今後も、順次スチー
ムジェットの数を増やし、数十カ所に設置して、資源の
有効利用を図っていきます。

TOPICS

抽出残さを堆肥化し有効活用
鹿島工場では、1992年度より茶関係（ウーロン茶、緑茶、紅茶等）の抽出液の

製造を本格的に開始しました。当初、外部専門業者に処理を委託していた抽出残
さを、半年ほどねかせて堆肥化し地元の園芸農家に提供したところ、従来の堆肥
使用時より松の成長を早めるという結果が得られました。現在では地元の園芸専
門農家2社に定期的に納入し、当地の特産品である正月用の「千両」「若松」などの
松および菊の栽培に役立っています。なお、2002年度の抽出残さ発生量は600
トン、堆肥の提供量は555トンでした。

廃棄物の有効利用により
環境負荷を削減

鹿島工場内のスクラバー（脱臭装置）

当工場提供の堆肥で美しく成長する
正月用の松

Site Report 03

廃棄物も徹底的に分別

臭気対策用自動シャッター

鹿島工場
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TOPICS

海外関連企業のACEDESAが、環境大賞を受賞
ヨーロッパの合成香料生産拠点であるACEDESA（ACEITES ESENCIALES

Y DERIVADOS, S.A.: スペイン・ムルシア市）が、ムルシア市が創設した環境大
賞の第1回受賞6社のうちの1社に選ばれました。授賞式では市長から「環境に対
する技術的貢献の結果によるもの」と受賞理由の紹介があり、さらに今後も引き
続いて環境整備に専念してもらいたいとの要請を受けました。日本国内のみなら
ず、海外でも、高砂香料は環境に配慮した企業活動を進めてまいります。

ACEDESA

Site Report 04

高砂フードプロダクツ（株）

（株）高砂ケミカル

2003年1月、ISO14001認証取得

ISO認証取得に向け、
努力しています

●高砂ケミカルは、2003年度中のISO
14001認証取得に向け、廃棄物の徹底
した分別や環境美化などに取り組んで
います。さらに今後、ファインケミカル製
品の製造に特有の多品種少量生産をで
きるかぎり効率化し、エネルギー消費の
抑制に努めていきます。

高砂フードプロダクツ（TFP）は、防砂林をはさんで遠州

灘に面し、三方を畑や荒地に囲まれており、自然環境に恵

まれた立地です。

●廃棄物の大幅削減を達成…ISO14001認証取得を目指して、
2002年5月より廃棄物削減と省エネルギーの2つの目標を掲
げて環境保全活動を行ってきました。この結果「廃棄物を3年
間で30％削減する」という環境目標については1年目で
37.2％を達成するという快挙でした。

●排水処理・脱臭設備の充実…工場内の排水処理場での使用
電力はすべて自家発電でまかない、分解槽ではTFP独特の

活性汚泥菌を使用、環境負荷の少ない排水浄化を行ってい
ます。また、最新の強力脱臭装置・活性炭入り脱臭排気装置
の設置や、開口部の電動式カーテンなどにより、臭気対策も
徹底しています。

●廃棄物利用の肥料提供で地域に貢献…フレーバーを製造す
る際に発生する抽出残さや洗浄による汚れなどの廃棄物は
排水処理場で処理されますが、ここから取り出して乾燥させ
た余剰汚泥の肥料化に成功しました。静岡県の農業試験場
による成分分析で肥料として農林水産省より合格認定された
この「TFP肥料1号」は、環境負荷の少ない肥料として近隣農
家で使用されています。

関連企業の取り組み
環境保全の取り組みを進め、地域・環境との調和のとれた事業活動の構築に努めます。

本社・工場：静岡県磐田郡浅羽町湊4207番地の2
創立：1985年
事業内容：食品添加物（着香料）・清涼飲料水及び関連食品素材の製造・販売

本社：東京都大田区蒲田5-37-1
ニッセイアロマスクエア17F

工場・研究所：静岡県小笠郡大東町国安2746
創立：1957年

事業内容：医薬品原体及び中間体、有機電子材料、
グリニア反応製品等ファインケミカル製品の
製造・販売

高砂珈琲（株）

コーヒーの抽出残さは
再利用されています

●工業用コーヒー原料の専門会社である
高砂珈琲では、臭気対策・排水処理・
省エネなどの取り組みに加え、抽出残
さの全量（年間8千トン）を近隣農家に配
布、特殊肥料（土壌改良材）としてご活
用いただいています。堆肥化のスピード
化を目指し現在も研究中です。

本社：東京都大田区蒲田5-37-1
ニッセイアロマスクエア17F

事業所：磐田工場、綜合研究所（東京都大田区）、
営業所（大阪・名古屋・福岡）

創立：1946年
事業内容：レギュラーコーヒー、コーヒーエキス、インスタ

ントコーヒー、コーヒー加工品の製造・販売

高砂スパイス（株）

臭気対策に細心の
注意を払っています

●高砂スパイスでは種々のスパイスを扱
っており、すべての工場にウェットスクラ
バーや自動シャッターを設置、万全の排
気処理を行っています。また、スパイス
原料容器の麻袋を近隣のみかん農家に
提供、有機肥料・雑草繁殖防止材とし
て再利用しています。

本社：東京都大田区蒲田5-37-1
ニッセイアロマスクエア17F

工場所在地：神奈川県秦野市曽屋568 
創立：1937年

事業内容：各種スパイス（胡椒、その他単品スパイス、
ミックススパイス等）、カレー粉、カレールウ
の製造・販売



〒144-8721
東京都大田区蒲田5丁目37番1号　
ニッセイアロマスクエア17F
TEL: 03-5744-0764 FAX: 03-5744-0593
URL: http://www.takasago-i.co.jp/
E-mail: kankyo@takasago.com

お問い合わせ先

高砂香料工業株式会社　
環境・安全法規監査室

この環境報告書は、環境への配慮のため、「古紙100％の再生紙」、アメリカ大豆協会認定の「大豆油インキ」を使用しています。
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ご意見・ご感想をお聞かせください。

本報告書をご覧くださいまして誠にありがとうございました。

当社としては初めての環境報告書の発行であり、今後、さらにわかりやすい内容を目指して、改善を重ねていきたいと考えております。

お手数ですが、下記質問事項にご回答のうえ、FAX等にてご意見をお寄せください。

今後の内容充実のために活用させていただきます。

送付先：高砂香料工業株式会社　環境・安全法規監査室　503-5744-0593

1. 本報告書をお読みになって、どのようにお感じになりましたか。

（1）わかりやすい （2）ふつう （3）わかりにくい

2. 本報告書の内容について、どのようにお感じになりましたか。

（1）充実している （2）ふつう （3）ものたりない

3. 本報告書の内容で、特に印象に残ったこと、知ることができてよかったと思われた点はありましたか。

（○はいくつでも結構です）

（1）環境理念と方針 （2）環境管理体制 （3）環境監査・環境会計 （4）事業活動における環境影響　

（5）省エネルギー・省資源・リサイクル （6）環境への排出抑制 （7）安全への取り組み　

（8）サイトレポート・平塚工場 （9）サイトレポート・磐田工場 （10）サイトレポート・鹿島工場

（11）サイトレポート・関連企業の取り組み

その他、印象に残った点や、改善すべき点など、記載内容についてご自由にご記入ください。

4. 当社の環境に対する取り組み全体について、どのように評価されますか。

（1）とても評価できる （2）わりと評価できる （3）あまり評価できない

具体的に、評価できる点と評価できない点、あるいは環境への取り組みに関して

当社に期待されることなどをご自由にご記入ください。

5. どのようなお立場で本報告書をお読みくださいましたか。

（1）当社の事業所がある地域にお住まいの方 （2）お取引先 （3）株主・投資家 （4）政府・行政関係

（5）環境団体・NPO関係 （6）教育機関・学生 （7）報道関係 （8）企業・団体の環境担当

（9）当社従業員および家族 （10）その他（具体的に： ）

ご協力誠にありがとうございました。差し支えのない範囲で、下記にもご記入ください。

ご住所　〒　　　─

ご連絡先電話番号

ご所属（勤務先または学校名）

フリガナ

お名前

ご連絡先E-mailアドレス

来年度の環境報告書送付を

希望する・希望しない

男・女 歳性
別

年
齢
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